























しかし、平均年齢 70歳のおばあちゃん （ 6）たちが山に落ちている葉っぱを集めて販
売するという葉っぱビジネスを展開し、2011年現在、葉っぱビジネス全体としての売























































































































以上寝たきりの高齢者は、平成 16年はゼロ、平成 23年 4月時点でもゼロとなってい
る。また、多くの限界集落を抱える徳島県においても、上勝町の 75歳以上の高齢化率






















































































































































































































































だけ、必要な時に生産する方式。一般には just in time生産システムと言われている。
（10） カイゼン：カイゼンは従事する作業者が自分で知恵を出して変えていく事が大きな特徴で
あり、多くの日本企業の間で採用されている活動である。また、カイゼンは一度行ったら
終わりではなく次々とカイゼンを行っていく持続性、継続性が重視されている。
（11） 過疎地域自立促進特別措置法：過疎地域への財政上の特別措置などさまざまな助成措置が
記されている法律。
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